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只
① 与式 = 2 - 7

=一馬

② 与 式 = -25 ÷ 4

= ー
25
4
m

③ 5 式 =
3 a
- b × 2a
6

b

=煕
④ 与式 = ピナリー(x - 4x + 4 )

= ピ
㎡
t リー x + 4x - 4

= 4x - 3
mmm

() { 6 x - y = 13 ーの
2x t 3 y = 1 ー②

① - ②× 3 より Y = - 1 を ① に代入 して
6x - y = 13 6x - ( 1) = 13
6xt ② 6 x t 1 = 13
- 10 φ = 10 ② 6x = (2

<
: Y = - 1 < : x = 2

よって x = 2
. g =fmmw



(3) 2 乗 すると
2
.
52 ca [ 16 ⇐ 6

.

25 La < 16

これを満 たす a は
a = 17 , 8, 9 , 10 , 1 , 12 . 13 . 14 . 15

なので 9 個
m

(4 ) 7 月 : 定価 の 30 % 引 きなので

( 1 - 0 .3) x = 0. 17x

8 月 : 7 月 の 10 % 引 きなので
( 1 - ( 1 ) × 0 . 7 x = 0 . 9 × 0

. 7x
= 0

.
63m
(

= , 0003x )mmn
15) 樹形国 は以下の 通 り

積 積 積
0 0

1
0 2 元
0準 き 会 。

1③ 王

3 - 3

積
2 - 3 点

カードの取 り 方 は、 全部 で10 通
り

、

そのうち積 が
自然数 となるのは 3 通り
。

よって 、
求

める 確率 は感



( 6 )

⑦ = 180- 102= 780

多角形 の 外角 の 和 は 3600

だから
xt 62 t②+ 65 + 85 = 360

O ② x = 360 - (62 t 78 t 65 t85 )

= 360 - 290
= 70m

( 7 )

A C

飛
①

C

の BBI の 垂直 =等分線 を描 く

② CCI の 郵道二等分線を描 く
、

① . ② の 交点 が 作国 する 点 O .



18) データを 小 さい順に 並べると 、

下位 データ 上位データ
ー ー
最小値 第 1四分位数 中央値 第3四分位数 最大値
@ 19品品品 @ の@
↓
～ー

↓ Y5~120105～110
80 ～ 55 85~90

IIO～115

最 小 値 = 80 ～ 85

第 1 四分位数 = 90 ～ 95
中央値 = 100 ～ 105

第 3 四分位数 = 105 ~ 110

最大値 : 115 ～ 120

すべてを 満 たす 箱ひげは志

回
い ) ①

ー
⑩

:

⑨

Δ .

祝向ャ
> 3文字 の頭 に頂点がくる



ア :
「 業
」 の 向きが異 なるため 誤 り

⑨ : 正 しい

ら : 頂点 に 空 はくの面 が 含 まれるので 誤 り

② : 正 しい

② 1 つの頂点 に集 まる 面 の数 が 全 て 同 じでは
ないから

⑧

面 は 3 つ

プ 面になで
} 面 の数が

ー 異なる
⑩ー

⑨

只

” ↑

β . ,

師
aVュッ" ツェ



OABC は AB = BC の = 等辺角形、 M は AC

の 中点 よりBMIAC ⇒ LBM A= 900

OBAM で 平方 の 定理より
BM = 1B- 2 =√3 - 1

= Icm ) = 冷
mm

同様 に OACD は AD = DC

. の 二等辺角形 、 M は AC の

冷 中点 より DMIAC ⇒ LDMA = 90
'

ODAM で 平方 の定理 より
ー
Ʃ 二な

. DM = 1.B -ャー)
= 三 cm
～

ー
「3 AC = BD より

BD = 2

OMBY において
BM = DM = BD =≡ : 3 = 2

」
“一冷 = 2 : 2 : ☆

B 1
2
/ D = に 1 : 昨

よって OBMD は MB = MD < BMD = 90
~

の

直角 =等辺三角形である 、 mnmy

②① より BMIDM だから 、
底面を ODAC としたとき

高 さは BM である 、よって求 める体積 は
、

IX 2 ×ImOpac
× Ex ' s -m



盈
Y = 32惑変域左国

より x = \ n てき

= 9
だから 、 Y の 変域は

0 ≡ E 9um
-2(
x の変域

2) BFC と Y軸 について対称だから 、

B の x座標
は 一2

B は Y = x上 にあり 、
x

= ー 2 だから
y = (- 2)2

= 4
.

: : B( - 2 , 41
m

D は Y =x 上 にあり x = 3 だから
y = 32

= 9 ∴ D (3
.
9)

mmn

直線BD の 式 を Y = axtb とおくと 、 B (-2 . 4 )
.

D (3 , 9 ) を 通るから
4 = - 2a tb ー①

- ) 9 = 3 a tb ー②
-5 =

- 5 a
:
. a = 1

a = 1 を ② に 代入 して

9 = 3 × 1 tb i
- b = 6



皆ではん
P の x座標 を 大 きくしたとき 、

P
.

Q に 対応 する 点 を P' Q
' とする

0

Q
'

アー BQ < BQ より 誤 り

⑨ : LAOP > LAOPより正 しい

p

/ ウニ BP の傾きく BP
'
の傾きより 誤 り

ェニ BC 11 AD より底辺 はBCで共通
高 さも

等しいので、 面積 は 同 じ
よって 誤 りり

( 4 ) i ) P が C よりも 左側 にあるとき CO < S≡2 )
P の x 座標 を S とすると 、 PCQ の

(-3 .9 )

↓ (S,9)
(3 .9 )
x 座標は 等しいので、 Q の x 座標
も S である 。

また 、 Q の 座標は D の Y座標 と這 等しいので、 9
.

i . Q (
9
, 9
)

(-2,4) し 12 ,4) c は=x 上 にあり
、

x = 2 だから
Y = 22

(S ,S
2 )

= 4 : 。 (( 2 ,4
)

AFD と Y軸について 対称だから、
AC- 3

.
9)
m



P は Y ニピ上 にあり 、x = S だから
y = S

2
: . P ( S .
～

)

以上 より
BCと説者を底辺としたときの 高さは
4 - 5

m

よって 、OPBC の面積は 、

上 × 4 × ( 4 -52 ) = 2 (4 -2 )

= - 252 + 8

ま
AQ = S - ( -3 ) = S + 3

OABQ についてAQ を 底辺としたときの 高 さは、
9 - 4 = 5 よって OABQ の 面積 は

上 x (st 3 ) × 5 -5 s +5 ー ☆

OPBC = 4 x 0ABQ より

- 252 + 8 =⑤ ( 5s +⑤ )

= 2 S + 6

=⇒- 2
5
- 2 s t2

= 0

⇒ S
2
t S - 1 = 0



解 の 公式 より
S =

- 1 は √ R - 4 × 1 × ヒリ

=
品影座標はも右側長 ”との“

OPBC について BC を 底辺 と

Q したときの 高 さは
、
S- 4
～

音 よって 、 OPBC の面積 は
。 PCS,S

2 )

1 × 4 × ( s
2
- 4 )

(
4
/
(2 ,4 )

= 2S
2
- 8

OABQ の 面積 は5s +1⑤ (☆ より )

OPBC = 5 x 0ABQ より

25 - 8 =⑤ ( 25 s +5 )

= 2 S + 6

⇒ 2 S
-

29- 14 = 0

⇒ $
2
- S - 7 = 0

解 の公式 より



S =

- )±√ ( -1~ - 4 × 1 +-7 )

2

=

1 ±√29
2

S 三 2 ( P は C より 右側 にある ) より

- 1 t√5
以

=1りPe座標 は心照2

步
OBCF と OECDにおいてて

⑦ 仮定 から
∠ BFC = 90

ー
- ①

直径 に 対 する 円周角 より
<EDC = 9ー②

θ L く
①
,
② より
LBFC = LEDC ー ③

1 つの 弧 に対する 円周角 は
等 しいから

、

LCBE = LCEDー ④
③

.

④ より 2組 の 角がそれぞれ等 しいので
O BCF ∞ LECD (証明終わり )



(2 )

OABF の 内角 の和 は 1800

五 さ より
< BAF = 180- ( 90+ a)

= 90
~

- @
' (⑦ )

) a τ BC に 対 する 円周角は等 しい

ので
LBEC = LBAC

= 90
'
- a

'

mmm

留
OECDにおいて、 LCDE = 900

\
∠DCE = 45

”

より LDEC = 450

昤 よって OEDC は DE = DC" の直角=等込三角形、
1 よって

「㎡ / DE : DC == にに江

“ DE = 10 = 1 :Ʃ

② EDE = 10

::D )段☆=E =5☆

したが

、“5 冷 DC=5



しりより OBCF ∞ OECD だから 、 OBCF も

FB = FC の 直角 =等辺角形、 よって

FB : FC -二 にには

⇒ FB : 6 = に Ʃ
“ ㎡ FB = 6

- : 追浅 )“ ☆斑主 3☆

=3.km
したがって FC = 3☆
～

OFCD で 三平方 の 定理より
DF = N 5ー3
～

=√50 -18
=

ー
3≈

ア5
4枚
ー

= 42

し
。
於

' ～

5㎡
廿

OABF とODCFにおいて
<BFA = LCFD = 90ーの

us

BC に 対 する 円周角 は寺 しいので
< BAF = LCDF ー ②

①② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OABFSODCF



対応 する辺 の 比 は等 しいから
AF照=

4区

0
.
AF = 40√ 3

= 33= 32
= に 1

よって AF = 4Fcmmmm

②
0 から BD に乗線 を 下 ろした

足を H とする 。 求 める長さは
OH である 。

DOBD において
5 .ー OB = OD 1 円 の半径 )

ー
27

☆
H

ノ

より =等辺三角形
よって 、 H は BD の中点である

N "

い

① より BF =33 DF = 4 枚だから D - 7Z
～
B

よって BH = 7 区 ×≠= 警c
m

また CE = 10 (直径) より 円 の半径は 5 cm⇒ 0 B = 5~
～

DOBH で 三平方 の 定理 より
OHP=5一

=25 -



=25 - 形9

=與
= 上

OH ) でより
0 H= 主 )距

= Zcm
mm


